
（１９－準消費貸借・和解金（売買代金）） 

申立ての趣旨及び紛争の要点 

 

申立ての趣旨 

 相手方は，申立人に対し，下記金員を支払う。 

金          円（下記紛争の要点３の債務の残額） 

□上記金額に対する平成・令和  年  月  日から支払済みまで 

年    ％の割合による遅延損害金 

との調停を求める。 

 

紛争の要点 

１ 申立人と相手方は，下記内容で売買契約を締結した。 

売買契約日(期間)平成・令和  年  月  日 

          □から平成・令和  年  月  日まで 

商 品 名               

代  金              円 

遅延損害金 □年     ％  □定めなし  □ 

商品引渡日 平成・令和   年   月   日 □引渡済み 

支 払 期 日 平成・令和   年   月   日 

 

２ 申立人と相手方は，上記１の相手方の債務について，  

          □改めてこれを，消費貸借の目的とする  

          □下記内容にて返済する        旨合意した。 

   合意の日 平成・令和  年  月  日 

    合意の内容 

    債 務 額             円 

    （内訳 □元金のみ        ，□元金          円 

        □遅延損害金      円，□             ） 

    弁 済 方 法 □平成・令和  年  月  日（一括払い） 

          □平成・令和  年  月から（□平成・令和  年  月まで） 

          毎月  日限り，       円（□以上）ずつ（分割払い） 

          （ただし，初回・最終回 に限り，       円） 

          □定めなし 

 



（１９－準消費貸借・和解金（売買代金）） 

    利   息 □年   ％  □定めなし  □ 

    遅延損害金 □年   ％  □定めなし  □ 

    特   約 □毎月の返済を一度でも怠ると，当然に期限の利益を失う。 

          □   

  

３ □貸金（準消費貸借） 

□和解・示談金 
利息・損害金等の額 支払済みの額 残    額 

       円              円 

(    ．   ．  まで) 

        円 

（最後に支払った日 
     ．  ．  ） 

      円 

内訳） 
 残元金 

         円 

 利息・損害金等 

        円 

 
４ 相手方は，上記３の金員の支払を怠った。 

  □弁済期限（平成・令和  年  月  日）の経過  

□分割金の支払を怠った日 平成・令和  年  月  日 

□支払を催促する書面が到着した日（平成・令和  年  月  日） 

   □同書面記載の支払期限（平成・令和  年  月  日）の経過 

   □相当期間（平成・令和  年  月  日）の経過 

 

５ その他の紛争の要点 


